
 

 

 

 

 

 

 

 

 １１月２７日（水）ＨＱＭ農協役員・オブザーバー・森永乳業出荷生産者・組合職員の合計参加者

１４名が、この１２月中旬ごろより森永乳業株式会社近畿工場から神戸工場に生乳出荷が移行され

るに伴い、新神戸工場の受乳現場を見学し、安心安全の徹底された受乳体制や、高品質な商品

開発に係る原料生乳の重要性などを見聞した。さらに我々が生産する生乳についても更なるハイ

クオリティ化を目指さなければならないと心を新たにする研修会となりました。 

 工場見学研修の後、場所を移して森永乳業株式会社関西酪農事務所との懇親の場をもってい

ただき、終始和やかに研修することが出来ました。 

 


